
～
国
士
舘
大
学
～
 

東
急
世
田
谷
線
松
陰
神
社
前
駅
か
ら
徒
歩

６
分
、
東
京
都
世
田
谷
区
に
国
士
舘
大
学
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
松
陰
神
社

や
豪
徳
寺
な
ど
歴
史
の
息
吹
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
環
境
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
 

 

大
正
６
年
に
創
立
者
柴
田
德
次
郎
を
は
じ

め
と
す
る
青
年
有
志
が
集
ま
り
、
東
京
麻
布

区
（
現
港
区
南
青
山
）
に
創
立
し
た
私
塾
「
國

士
館
」
が
起
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
間
形

成
を
重
ん
じ
る
教
育
を
う
た
い
、
大
正
８
年

に
現
在
の
世
田
谷
へ
移
転
し
て
い
ま
す
。
日

本
の
将
来
を
担
う
、
国
家
の
柱
石
た
る
べ
き

眞
智
識
者
「
国
士
」
を
養
成
す
る
こ
と
を
教

育
理
念
に
掲
げ
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

人
材
を
世
に
輩
出
し
て
い
ま
す
。

 

法
人
は
国
士
舘
大
学
と
国
士
舘
高
等
学
校
、

国
士
舘
中
学
校
を
設
置
し
、
大
学
は
設
立
以

来
、
平
成

23年
ま
で
に
６
学
部
を
増
設
し
て

現
在
は
７
学
部
と
な
り
、
大
学
院
は
昭
和

40

年
よ
り
研
究
科
を
開
設
、
現
在

10研
究
科
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
平
成

29年
に
は
創
立
１

０
０
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
大
学
で
す
。
 

令
和
元
年
５
月
現
在
、
町
田
市
・
多
摩
市

に
も
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
大
学
・
大
学
院

の
在
籍
者
数
は
１
２
９
６
０
人
に
の
ぼ
り
ま

す
。
 

【
防
災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所
】
 

日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、

防
災
や
救
急
救
助
の
専
門
知
識
を
持
ち
、
災

害
発
生
時
に
即
応
で
き
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
と
と
も
に
、
大
学
と
し
て
大
規
模

災
害
時
に
備
え
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て

整
備
し
て
い
く
目
的
で
防
災
・
救
急
救
助
総

合
研
究
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

 

当
初
は
平
成

23年
４
月
に
設
置
す
る
予

定
で
し
た
が
、
平
成

23年
３
月

11日
に
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
厚
生
労
働
省
か
ら

被
災
地
へ
の
派
遣
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
た
め
、
予
定
よ
り
早
い
３
月
中
旬
か
ら
活

動
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
被
災

地
へ
は
医
師
お
よ
び
救
急
救
命
士
の
資
格
を

持
つ
教
員
も
含
め
た
教
職
員
で
編
制
し
た
緊

急
災
害
支
援
チ
ー
ム
を
３
回
に
分
け
て
計

11日
間
派
遣
し
、
宮
城
県
石
巻
市
・
南
三
陸

町
等
で
被
災
者
の
救
護
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
東
京
都
に
避
難
し
た
被
災
民
へ
の
支
援

と
し
て
、
約

50日
間
に
わ
た
り
避
難
所
で
医

療
支
援
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮

城
県
石
巻
市
、
南
三
陸
町
に
体
育
学
部
の
学

生
約
２
０
０
人
を
派
遣
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
、
医
療
機
器
の
寄
付
な
ど
幅
広
い
支

援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

 

 

こ
の
活
動
に
よ
り
東
京
都
か
ら
災
害
支
援

機
関
と
し
て
認
め
ら
れ
、
平
成

24年
４
月
に

は
全
学
組
織
の
附
置
研
究
所
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
、
広
島
市
で
の
土
砂
災
害
や
常

総
市
の
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
、
先

遣
隊
が
現
地
に
入
っ
て
安
全
面
と
活
動
内
容

を
確
認
し
、
希
望
す
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
被
災
地
へ
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
同
研
究
所
で
は
災
害
現
場
で
の
経

験
を
生
か
し
て
、
教
職
員
や
学
生
が
地
域
の

防
災
訓
練
や
講
演
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
、
学
内
外
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る

な
ど
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

【
防
災
教
育
】
 

防
災
教
育
の
取
組
み
と
し
て
は
、
毎
年
４

月
に
、
全
学
部
の
新
入
生
に
対
し
て
「
防
災

総
合
基
礎
教
育
」
を
実
施
し
、
災
害
へ
の
備

え
や
救
助
に
関
す
る
基
礎
を
指
導
し
て
い
ま

す
。

 

ま
た
、「

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
論
」
の
授
業

で
は
災
害
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
を
開
講
し
、

「
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
論
実
習
」
の
授
業
で

は
、
連
続
３
日
間
に
わ
た
っ
て
応
急
手
当
や

一
次
救
命
処
置
、
避
難
所
を
想
定
し
た
炊
き

出
し
等
、
現
場
で
活
動
す
る
上
で
の
実
践
的

な
集
中
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
最
終
日
に
は
「
世
田
谷

地
域
連
携
総
合
防
災
訓
練
」が
組
み
込
ま
れ
、

世
田
谷
区
の
警
察
署
・
消
防
署
や
企
業
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
学
生
と
教
職
員
の
ほ
か
地

域
住
民
な
ど
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
本
番
と
似
た
環

境
で
救
出
・
救
護
等
の
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
学
修
を
生
か
し
て
現
地
で
の
支

援
に
も
つ
な
げ
て
い
て
、
令
和
元
年
に
発
生

し
た
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
防
災
教
育
の
受

講
を
終
え
た
学
生
と
教
職
員
を
被
災
地
へ
派

遣
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

 

こ
の
２
つ
の
授
業
の
受
講
生
は
１
年
間
で

１
０
０
０
人
を
上
回
り
、
受
講
生
は
防
災
士

「
人
と
社
会
を
支
え
る
力
」
社
会
貢
献
・
地
域
連
携
 

を
通
し
て
『
国
士
』
を
養
成
す
る
 

 
令
和
元
年
度
 
特
色
あ
る
教
育
・
経
営
の
取
組
み
を
行
う
私
立
学
校
の
事
例
集

 

学
校
法
人
国
士
舘

 

国
士
舘
大
学

 

世田谷キャンパス 

災害支援活動の様子



の
資
格
取
得
に
必
要
な
「
防
災
士
研
修
講
座

受
講
履
修
証
」
を
取
得
で
き
、
防
災
士
の
資

格
試
験
受
験
資
格
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
昨
年

度
は
２
回
試
験
が
実
施
さ
れ
、
各
回
と
も
合

格
率
は
９
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

 

 

【
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

活
動
費
用
集
め
】
 

防
災
拠
点
大
学
と
し
て
活
動
を
す
る
に
あ

た
っ
て
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
、
一
度

の
派
遣
で
参
加
で
き
る
学
生
の
人
数
に
限
り

が
出
る
こ
と
が
あ
り
、
実
際
に
平
成

30年
の

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
派
遣
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。

 

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
令
和
元
年

度
の
活
動
資
金
の
新
た
な
獲
得
手
段
を
検
討

し
た
と
こ
ろ
、
近
年
広
が
り
を
見
せ
る
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
寄
付
金

集
め
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
当
大
学
に

と
っ
て
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
大
学
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
係
る
諸
施
策
の
一
つ
と
し

て
実
績
の
豊
富
な
専
門
業
者
と
す
で
に
契
約

を
結
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
短
期
間
で
準

備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

平
成

31年
４
月
よ
り
２
か
月
間
募
集
し
、

大
学
新
聞
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
広
報

活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
周
知
を

図
っ
た
結
果
、
目
標
金
額
の
２
４
０
万
円
を

大
き
く
上
回
る
寄
付
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
災
害
時
の
学
生
派
遣
活
動

を
行
う
た
め
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

 

【
世
田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
】
 

平
成

29年

10月

20日
に
世
田
谷
区
と

世
田
谷
６
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成
大

学
（
国
士
舘
大
学
、
駒
澤
大
学
、
昭
和
女
子

大
学
、
成
城
大
学
、
東
京
都
市
大
学
、
東
京

農
業
大
学
）
の
７
団
体
に
お
い
て
包
括
協
定

が
締
結
さ
れ
、
世
田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
発
足
し
て
い
ま
す
。
 

平
成

30年
度
よ
り
新
た
に
区
内
産
業
界

と
し
て
、
東
急
株
式
会
社
、
イ
ッ
ツ
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
の
２
社
が
参

画
し
た
こ
と
に
よ
り
、「

区
内
大
学
」「

自
治

体
」「

区
内
産
業
界
」
の
三
者
に
よ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
し
て
い
て
、
文
部
科
学

省
の
補
助
事
業
で
あ
る
平
成

30年
度
私
立

大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
（
タ
イ
プ
５
）

発
展
型
Ⅱ
に
も
採
択
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
今

後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、
以
下
の
５
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
 

①
文
化
・
芸
術
・
教
育
②
地
域
活
性
 

③
産
業
④
国
際
化
⑤
大
学
等
の
連
携
 

 ①
の
「
文
化
・
芸
術
・
教
育
」
と
し
て
、

「
せ
た
が
や

eカ
レ
ッ
ジ
」
と
い
う
誰
で
も

受
講
可
能
な
講
座
提
供
を
行
っ
た
り
、
大
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
区
内
の
小
・
中
学
校
等

へ
派
遣
し
て
教
育
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

 

②
の
「
地
域
活
性
」
と
し
て
、
平
成

30年

12月
に
は
国
士
舘
大
学
に
お
い
て
防
災
研

修
会
が
実
施
さ
れ
、
世
田
谷
区
と
６
大
学
の

計

42名
が
参
加
し
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
ハ
グ
）
と
呼

ば
れ
る
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
を
用
い
て
実
習

を
行
う
な
ど
、
防
災
教
育
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
 

 

⑤
の
「
大
学
等
の
連
携
」
で
は
、
世
田
谷

６
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
大
学
が
中
心
と

な
り
、
Ｓ
Ｄ
・
Ｆ
Ｄ
研
修
会
や
保
護
者
向
け

の
大
学
説
明
会
、
世
田
谷
区
合
同
企
業
説
明

会
等
を
開
催
し
た
り
、
共
同
の
単
位
互
換
科

目
や
共
同
利
用
可
能
な
施
設
・
設
備
の
件
数

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

 

現
在
は
構
成
大
学
が
６
大
学
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
た
め
、
参
画
す
る
大
学
を
増
や
す
取

組
み
や
入
会
し
や
す
い
仕
組
み
作
り
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

 

 

【
取
材
を
終
え
て
】
 

当
大
学
で
は
、
国
を
思
い
、
世
の
た
め
、

人
の
た
め
に
尽
く
せ
る
人
材
「
国
士
」
養
成

の
た
め
、
四
徳
目
「
誠
意
・
勤
労
・
見
識
・

気
魄
」
を
兼
ね
備
え
る
教
育
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
防
災
教
育
や
災
害
支
援
活
動
は
そ

の
教
育
理
念
が
表
れ
た
取
組
み
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
世
田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

も
区
・
大
学
・
企
業
の
異
業
種
が
関
わ
る
こ

と
で
、
今
後
さ
ら
に
幅
広
い
取
組
み
に
つ
な

が
り
、
地
元
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
感
じ
ま
し
た
。

 

（
取
材
）
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
 

「防災リーダー養成論実習」の授業の様子 

避難所運営ゲームの様子

世田谷プラットフォーム事業の概要図 


